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＜あらまし＞ 日本国内の高等教育の国際化に伴う外国人留学生の諸問題をアンケートに

より調査し分析した．また検定も行った，本報告の特徴として，従来と違う視点で，学生目

線で行った点である．その中で，問題発見，また問題解決を提案している．特に IT の発展

によって情報伝達手段が，従来一般的であった掲示板から電子メールへ移行したため，どの

ように情報を整理したかについても触れた． 

＜キーワード＞ 高等教育 電子メール 外国人留学生

1. はじめに 

電気電子技術をはじめ，科学技術の発展に

より日常が昔と異なっていく．自動車・飛行

機などの乗り物の発明以降，人の移動が容易

になってきた．そのことより，国内外の異な

る背景を持つ人々が物理的に簡単に会うこと

ができる．実際，交流するかどうかは別の課

題である．自然に交流をはじめる人もいれば，

きっかけというものがないと交流しない人も

いる．それは交流するための精神的な要素が

必要となる．そのことこそ，異なる背景の人々

が同時空間的に存在することが多様化である．

その互いの作用が交流である．本稿では国内

ではなく，国外から来る外国人留学生に目を

向ける． 
本稿は日本の外国人留学生の増加に伴って

高等教育の中にどのような課題があるかを追

跡するためにまず，外国人留学生数について

述べる．経済協力開発機構(Organisation for 
Economic Co-operation and Development: 
OECD)のレポートから全世界の学生の移動

は 30 年前と比べると約 3 倍に増え，2012 年

では 4500 万人に達した(OECD 2015)．なお

全 世 界 の 留 学 生 の デ ー タ の 公 開 は

OECD2015 まで．日本でも外国人留学生数の

増加が見えた．その要因は様々であるが一つ

は政府指導の計画である(大西 2016)．例えば

2008 年に発表した 30 万人外国人留学生計画

である．また教育再生懇談会担当室（2008）
の留学生関連資料によると留学生の受け入れ

を 10 万人から 30 万人へと拡大すると約

3000 億円の経済的インパクトが増える見込

みであった．もちろん，単純計算であるので，

実際の効果は十分に詳細を検討しなければな

らない． 

 

図 1留学生が 2 重のトップダウン型 
もちろん，経済効果は大きい．しかし，そ

の留学生の受け入れ機関である大学・学校ま

たは留学生当事者・留学生にかかわる人が抱

えている問題も大きい．その諸問題をまず十

分に理解しないと解決への道は見えない．そ



 

の理由はトップダウン型の問題だとも言える．

図 1 に示す，外国人留学生の問題は 2 重トッ

プダウン問題である．一つ目は国・政府レベ

ルのトップダウン問題である．例えば文部科

学省の指導により，留学生の問題を解決する

ために 1990年代～2000年代前半国立大学に

留学生センター設立などを促した．しかし，

数年後，政府の関心はグローバル人材へと変

わった．留学生センターから留学生支援へと

流れてしまう．名称を改め，留学生にはどの

ような役割かわからず，相談するべきところ

とはどこであるか理解に苦しむ．このように

留学生が抱えている問題の解決も十分といえ

ず，支援機関が変わってしまったもの問題で

ある． 
2 重目のトップダウンは留学生センターお

よび，関係従事者が問題の本質を把握できて

いないことである．当事者しか見えてこない

問題，またその問題を把握するための手段も

十分に開発されず，様々な企画・プログラム

が先に走ってしまう．この 2 重のトップダウ

ン型が，外国人留学生の問題が改善されない

要因だと思われる．大西(2016，はじめに，iii)
は，政策と実際の現場が異なることが，しば

しば起こる問題の要因だと述べている． 
さらに急激に多様化が進んでいる現代，

日々変化に対応しなければならない．人間の

力だけでそのことを把握することは時には難

しくなってくるため，総合的なツールが必要

であると著者らは考える． 
本稿は留学生を簡単に理解するために著者

らのいままで行ってきた研究を振り返り，そ

して，今回実施したアンケート調査について

提示し，考察する．最後に展望で締めたい． 
 
2. 情報社会における数値化 

本節は外国人留学生（以降，留学生）の問

題と情報社会における数値化問題の関係につ

いて述べる． 
2.1. 非数値化問題 

大西(2016，p．3)によると，数値になると

ころに議論が行われるが，数値の形になって

いないものはあまり議論されていない．その

ため，留学生の問題をどのように数値化する

かが重要な課題になってくる． 

現状は留学生の出身地域によって問題の特

徴がある(大西，2016，pp．103-106)ため，相

談件数・国などが報告された．また日本語能

力を合わせて評価すると英語の重要性が分か

ってくる．英語能力が高い留学生には，英語

による支援の充実が重要であるが，英語能力

が比較的に小さい地域の出身者は他の支援形

態が必要である． 
一方，IT の発展によって現代学内の情報の

伝達が異なってきた． Laosunthara ら

(2017a)も示しているように従来主に使用さ

れていた掲示板から電子メールが重要な情報

源に変わって来た．また留学生も通信技術に

よって母国の人々とのつながりを維持するこ

とができる(大西， 2016， pp．98-99)．一見，

孤独感をなんとか回避できるようにみえるが，

ホスト国の一人になれず，本来の交流の意味

が薄まったとも考えられ，危機感を抱く．ま

た，著者らは次の問題点を危惧している．母

国のつながりが維持できない集団の留学生の

更なる孤独感である．例えば，日本に来たの

に友達ができなく，そのことも家族・母国の

友人に相談できずにいる．異文化のショック

に翻弄されることで心身の疲れで勉学に集中

できない．特に日本語ができない留学生はな

おさら考慮しなければならない． 
以上のような情報を数値化することによっ

てさまざまな観点で外国人留学生の問題をよ

り明らかにすることができると考える． 
 
2.2. いままでの数値化 

Laosunthara ら(2017a)は電子メールの数

値化ついて報告した．その手法と簡単な結果

について述べる． 
キャンパスの中で電子メールを使って情報

を伝達しようとする場合が多い．しかし，電

子メールによる伝達というのは一方通行であ

り，受け手がきちんとその情報を受け取るか

どうか考慮していないことがある．その証拠

としてキャンパスメールの情報量は時間とと

もに大きくなった． 
Laosunthara ら(2017a)では文字数をカウ

ントすることで情報量を把握した．エクセル

では LEN という関数を使うと全角・半角は

関係なく 1 文字として数える．もちろん，途



 

中のスペースも数える．スペースを除かない

理由は，メールを読みやすくするために，ス

ペースや段落を使用しており，スペースも重

要な構成要素と考えられるからである．例え

ば図 2 に示すように，図 2(a)より図 2(b)が読

みやすい． 

 
図 2スペースなどによる見易さ 

情報量が多い場合のもうひとつの懸念は，

最後のページまで読み切ることができるかで

ある．そのため，文字数だけでなく，メール

1 通を 1 ページにするとき，どのあたりにそ

の情報が提示されたかという r 変数を導入

した．r= (そのキーワードが一致する最初の

文字/全文字)．そのため 0<r<1 という特徴が

ある．例えば r=0．5 というのはメールの真

ん中にキーワードが存在する．情報量が多く

かつ r が大きい場合，読み手がそのキーワー

ドに達せずに読むのを断念する懸念が大きい． 
 

2.3. 情報の継承 

情報量の課題以外，もうひとつの課題は情

報の継承である．せっかく苦労して情報を得

たとしても次世代に継承しないことがある．

そのため，次世代が課題を取り組むとき，勘

違いを招く．その一例として 本学の学勢調

査の利用について触れる． 
Laosunthara ら(2017b)は東工大で行われ

ている学勢調査のデータが正しく利用されて

いるかについて報告した．学勢調査の概要は

インターネットで公開されている．学勢調査

は学生が主体であることかつ，2 年に一回と

いう期間で実施するため，過去の学勢調査を

引き継ぐことがない場合がある．それは新し

いことの発見などには有効である．一方，継

続的に観測してみなければならないことが失

われるケースもある．その一例は東工大が発

行するテクテクという雑誌である(東京工業

大学広報センター， 2016)．著者らはテク

テク No．30 pp．14-15 を題材にし，東工大

内の情報の伝達がうまくいかないことを発表

した． 
問題点：テクテク No．30 の学生企画は高

校生がイメージする東工大生と実際の東工大

生をアンケート形式で比較し，結論付けた．

高校生にアンケートし，東工大のイメージを

聞いた．実際の東工大生は学勢調査 2014 の

データを利用した．一見，アンケートに基づ

くデータを利用し，議論が行われた．しかし，

データの総合的理解が足りないため，解釈の

不完全性がみられる． 
著者が心配することはいくつかあってここ

で述べる． 
1．高校生がイメージする東工大生は学部

生までか大学院生までかである．特に東工大

は研究に重点をおく大学であるため，学部生

と大学院生では少し大学生活が異なる．特に

東工大生は一日にどれぐらい勉強していると

思いますか？という設問である．学勢調査

2014 は学年別のデータは出していない．一方，

学勢調査 2012 はデータとして出している(学
勢調査 2012 p．73 図 6．3-1 学年別の勉強・

研究時間)． 
2．学勢調査の設問自体の解釈である．”勉

強・研究（大学にいる時間を含む， 授業時間

は含まない）”であるため，研究時間を含めて

いるため勉強時間と断定できない点にある．

最も考えるべきは学部生と大学院生の単位の

在り方が異なる点にある．学部生は 4 年間約

120 単位(30 単位/year)を履修しなければな

らない．一方，修士の学生は 2 年間で約 40 単

位(20 単位/year)で，博士は 3 年間約 24 単位

(8 単位/year)を履修する形である．この点を

考慮しても学部生が授業以外で勉強する時間

は少なくなる回答になる． 
以上のことで情報の解釈・また情報の継承

が十分なされないと誤解を招くことになる． 
 

3. 外国人留学生の受け入れの多い大学 

工学的に留学生対策を理解するのに留学生

自体の人数と全学生の留学生率という 2 つの

軸がある．例えばいままで独立行政法人日本

学 生 支 援 機 構 (Japan Student Services 



 

Organization， 以降 JASSO が公開している

外国人留学生在籍状況調査等がある．その中

に外国人留学生受入数の多い大学の名前が公

開されている．その中では人数で順位を決め

ている．東京大学をはじめ，旧帝国大学がト

ップである．一方，大学全体の人数について

統一されていないため，留学生の在学率につ

いて語ることはない．しかし，人数単体と在

学率によってもたらされる効果は異なる．特

にサービスを受ける側とサービス側にとって

異なるであろう．経費の支出から考えると，

留学生の在学率が高ければ対応に必要な支出

は大きくするが，在学率が低い場合は重要性

は低いと判断されがちである．しかし，サー

ビスを受ける側としては切り捨てられては堪

らない． 
また留学生も多様化しており，単純に留学

生率と言っても意味は同じではない．例えば

東工大では学部より大学院生の留学生率がか

なり多く，大学全体の平均という値には本質

が見えてこないことがある．また十分な背景

を知らない第三者にとって誤解を招く． 
留学生を受け入れるための最低限の対策は

おそらく英語の対応が十分になるかどうかで

ある．多言語まで対応するには資源が限られ

るため，英語以外の対応は現実的に無理であ

る． 
これまで行ってきた英語の充実は本当にど

こまでできているのか，様々な観点で述べた

うえで技術を使用して統括的な現状理解を示

す． 
そのようなことで本稿が情報分析を例に全

体をみていくケーススタディを提案する

(Laosunthara ら，2017a)． 
本稿は東工大の留学生のオンラインアンケ

ートを使っていくつかの問題を調査した．東

工大生の約 14％が留学生である 8)．東工大の

学生は学部と大学院を合わせると約 1 万人で

ある．しかし，学部の留学生の割合は 5%と少

なく，大学院から入学する割合が多いという

特徴がある．また学部では多くの留学生は日

本語で学ぶため，日本語能力が高いという特

徴もある．現在，東工大で唯一日本語を必要

としないプログラムは Global Scientists and 
Engineers Program (GSEP)である(東京工業

大学広報課， 2016)．  
そのため，日本語ができない外国人留学生

の大学院生が多いという観点から英語の充実

が必要である． 
現在，google をはじめ，IT によるオンラン

辞書，通訳がある．にもかかわらず，不便な

面がある．それは以下のような現象である．

例えば，大学から届くメールを google 
translate に翻訳してもらうとして，時には

理解できない内容になる． 
その原因と思われるのは，日常メールの中

では正式な文法を使わず，また主語をよく省

略するからである(吉岡， 2017)．最終的に現

状の翻訳機能が追い付けていない． 

 
4. 調査から得たこと 

本研究では 2 つの段階に分けて調査を行っ

た．まず，数人による留学生グループディス

カッションを行い，次に東工大の留学生につ

いてオンラインアンケート実施した．グルー

プディスカッションによって質的な調査を行

い，オンラインアンケートでは量的な調査を

行った． 
 グループディスカッション 

東工大では留学生の出身国と人数が多様で

ある．本研究は同じ出身者の多い国（タイ，

インドネシア，中国）と少ない国（その他）

のグループに分けて行った．その理由は同じ

出身者が多ければコミュニティの情報共有な

どができる．日本語が上達していないもので

も問題なく，大学生生活をおくれる．一方，

出身者が少ない場合は特に大学院生は英語の

コミュニケーションのみに頼ることになる．

その 2 つのグループの問題点をグループディ

スカッションを通して見つけていく． 
在学者が多い国グループとそれ以外のグル

ープを 5 人ずつで著者らと 1 時間話しても

らった（同意書と説明など 5 分，各自自己紹

介 5 分，グループディスカッション 40 分）． 
著者の一人がそのグループディスカッショ

ンに参加し，残りの著者は観察する． 
出たキーワードを紙に書き残した．表 1 は

そのキーワードと著者らが会話の中で重要だ

と思うキーワードを提示している．  
 グループディスカッションの結果 



 

グループ 1 とグループ 2 の共通部分は東工

大の英語対応がまだ不十分という点である．

そのことは大きく分けるとスタッフの英語力

不足と，情報自体が日本語のみになっている

ことである．また，英語になっても日本語よ

り，情報が少なくなっている． 
グループ 1 と 2 の差はグループ 1 がレンタ

ルハウスなど生活に密着するキーワードが出

てきた．グループ 2 は学業に関するキーワー

ドが出た．特にチューターやクラス選びであ

る． 
グループ 1 は同国の人が多いため，基本的

に学業に関しては共有することができるため，

生活面のキーワードが出たと思われる．一方，

グループ 2 は少数の人々，また英語が主言語

であるため，クラス選び，チューターの重要

性が高くなっていたと思われる． 
表 1 ディスカッション中のキーワード 
グループ キーワード 

1 英語対応の情報・スタッフが

足りない 
電子メールが日本語のみ 
レンタルハウス 

2 スタッフが英語できない 
チューター制度 
重要な情報も日本語で送っ

てくる． 
クラス選び 

 
 オンラインアンケート  

本研究はアンケート設問を作成した．英語

で設問を作成した．設問は 6 つのカテゴリー

に分ける． 
1. 個人情報 Personal information 

1.1 性別 Gender 
1.2 出身国 Country 
1.3 在 籍 課 程  current academic 

status 
1.4 東工大に入学した時期 
1.5 2016 年の教育改革のあと，進学し

たか 
1.6 日本語能力 
1.7 国費留学生か 

2. 授業について 

2．1 どの言語で提供されている授業を

主に取っているか 
2．2 もし，授業が日本語で提供されて

いる場合は選ぶか 
2．3 興味のある授業が日本語で提供さ

れたらどうするか 
2．3 日本人クラス中の作業の体験につ

いて(記述) 
2．4 東工大の教員の英語力 

3． 東工大のサービスについて 
3．1WiFi サービス 

3．2 Portal 
3 ． 3 Certifications Issued by 
Certification Issuance Machines 
3.4 Other   

4．東工大の規則 
 4．1 学外活動の保険適用のための書類 
 4．2 海外渡航の届け出 
 4．3 人間に対して研究を行う場合の倫

理委員会への申請 
 4．4 キャンパス内のネットワークは

P2P 利用禁止 
5． Email について 
  5．1 大学全体のメールはどの言語で

提供されているか 
   5．2 所属する学科・専攻が提供してメ

ールはどの言語で提供されているか 
  5．3 メールタイトルが日本語のみの

場合はメールを読むか 
5．4 その他の意見など 

6．その他 

6．1 日本人と英語で会話するときの体験

など（記述） 
6．2 日本人が英語のスキルアップするた

め，どのようにアドバイスをするか（記述） 
6．3 このアンケートで触れていないこと

について提案などがあるか（記述） 
 オンラインアンケート の結果 

 全回答数は 62 人である．学部 3 人，修士

29 人，博士 22 人である．その他は交換留学

3 人，研究生 5 人である．多くの研究生はそ

のまま修士に入学するが本稿は大学院を中心

に解析するため，修士 29 人と博士 22 人，合

計 51 人の統計を行う．しかし，一般結果は

62 人の割合で示す．また，多い出身国グルー



 

プが 42 人，少ない出身国グループは 20 人で

ある．また留学生の場合は秋入学が 45 人に

対して春入学が 17 人である．国費留学生は

42 人である． 
 

表 2 日本語能力の分布 
日本語能力 人数 

完全にコミュニケーションできる 4 
初等レベルコミュニケーションと

日常会話 
42 

初等レベルコミュニケーションか

つ漢字をよみ・書きできる 
0 

初等レベルコミュニケーションか

つ漢字をよめるが書けない 
1 

十分にコミュニケーションができ

て，漢字読めるが書けない 
5 

十分にコミュニケーションができ

るが漢字を読み書きできない 
1 

まったくコミュニケーションでき

ない 
8 

基礎を少し知った程度 1 

 
現在，提供されている授業の言語は英語だ

と答えたのは 51 人，日本語 5 人，両方 6 人

である．もし，日本語のみ提供さ入れた場合

は選ぶかについて選ばない人が 36 人と過半

数である． 
興味のある授業が日本語で提供されたら

21 人は別の科目を取る． 
日本人と同じグループで作業することの問

題点は，特に問題がない人は 7 人であるが，

多数の意見は日本人との英語のコミュニケー

ションができないことである．日本人が恥ず

かしがっていることや，そのグループに日本

人が多数いると日本語での会話になる．また，

google translate ばかりみているという意見

もあった． 
一方，先生の英語力については満足すると

回答するのは 25 人，理解できると答えたは

27人である．不満が 7人，とても不満は 1人，

とても満足が 2 人． 
 
 

 

表 3 Wi-Fi サービスの評価（人数） 
評価 Tokyo Tech Eduroam 

許容 20 3 
知らない 4 26 

知っているけど

使ったことない 
21 25 

満足 3 5 
不満足 12 1 
大満足 2 2 

 

表 4 Web system サービスの評価（人数） 
評価 Ocw-i T2R2 

許容 16 11 
知らない 2 24 

知っているけど

使ったことない 
7 14 

満足 26 10 
不満足 3 2 
大満足 7 1 

大不満足 1 0 

他のサービスは本稿に触れない． 
 

表 5 東工大の規則の評価（人数） 
評価 保険届 渡航届 

許容 21 11 
知らない 10 25 

知っているけど

使ったことない 
16 9 

満足 9 12 
不満足 1 1 
大満足 4 4 

大不満足 1 0 

 
表 6 Email について（複数選択・件数） 
メールの内容 大学 学科・専攻 

日本語のみ 9 34 
英語のみ 9 5 

日本語と全英語 33 18 
日本語と一部英

語 
30 19 

その他 3 3 



 

また，メールが日本語のみのタイトルの場

合は内容を読むかについて，読むが 33 人，読

むかも 18 人，読まないが 11 人． 
ここで留学生が感じた大学メールと学科・

専攻メールの，英語あるかないかについて検

定を行うとピアソンのカイ二乗 19．91 (df=4， 
p<0．01)の有意差がある．もうひとつは日本

語能力の中で読めるかどうかで日本語のタイ

トルの電子メールを受け取ったとき，完全に

コミュニケーションできる人は全員電子メー

ルの中身を見る．それに対して初等レベルコ

ミュニケーションと日常会話のグループは読

む人が 19 人，読むかもが 15 人，読まない人

が 8 人いた．まったくコミュニケーションが

できない人は読む人が 3 人，読むかもが 3 人，

読まない人が 2 人．またグループ 1 とグルー

プ 2 の間で，タイトルが日本語のみのメール

の内容を読むか読まないかについては，有意

差がない． 
特にメールについて自由記述では， 
1．重要なメールは必ず英語版もほしい．重

要な書類を出さなければならない場合があっ

てもメール本体が日本語で記述されているの

で危なかった． 
2．google translate を使ってもうまく英訳

にできない．そして，ときどき英語版があっ

て意味が通じない英訳になっている． 
3．学科・専攻レベルはもうちょっと留学生

への配慮が必要である． 
日本人とのコミュニケーションについてい

くつかの問題点が見えた．例えば留学生から

みて，日本人は留学生と会話したくないと思

われている． 
また，日本人の英語の特有な発音で理解し

づらい，逆に留学生もそれに合わせて発音し

ないと理解してくれない． 
それだけでなく，規則などが日本語で書か

れていることで対応が難しいともいえる． 
一方，留学生が日本人学生にもっと英語力

をつけるためには留学生ともっと話すことで

練習することができて，コミュニケーション

ができる． 
生活については未だに大家さんが留学生を

歓迎しないことが現状である．そのための対

策もしてほしい．また，日本語で書かれてい

る情報は同じぐらいの情報を英語にしてほし

い． 
 

5. まとめと展望 

IT の発展により google translate といった

ツールが開発されても，現状の日本の大学が

外国人留学生を受け入れる助けに完全になっ

たわけではない．その理由は日常で使われる

口語表現の翻訳がまだ十分に装備されていな

いことである． 
また，情報量が多くなると，英語化する手

間から考え，英語版が追いつかない現状であ

る(Laosunthara ら， 2017c)．つまり，日本

語ができない外国人留学生にとって，情報が

あふれているのに，逆に情報が無い状態であ

る． 
著者らは情報を数値化して分析することが

重要だと考える．それはキャンパス内の状況

を把握するためである．特に著者らが以前発

表したように，電子メールの文字数が年々増

加するのは，電子メール制作側が読者の心を

考慮しないように感じられる．また，数値化

した情報を十分に学内に共有することで情報

の誤解がないように体制を作る必要がある． 
また，日本政府や大学は留学生数を増やす

理由として，大学のランキングを上げること

だけでなく，学生達がキャンパス内で生き生

きと生活するために，留学生と日本人の交流

の機会を増やすように努力する必要がある．

そもそも，イベント開催するだけでは不十分

であって，なぜこういうイベントに参加しな

いのかという根本的な問題に耳に傾ける必要

がある．一方，東工大は大学院からくる留学

生が多く，彼らが普段研究室内で日本人と交

流することで英語力，国際力を高めるチャン

スがあるので，指導教員の研究室運営力も試

されている． 
日本人学生だけでなく，東工大スタッフも

英語力をつけるためにも，留学生に英訳した

文章を見せて，理解ができるかなど文章の正

確さを確かめることは容易に実現可能であろ

う．さらに繰り返される文章は，データベー

ス化し，学内で共有することで，英訳化時間・

労力の短縮につながると提言する． 
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